
策

る場合もあります。

名 道路 基本目標 快適で暮

No. 事務事業

ら

名 活動内容 コスト（事

し

業費：千円）

錦田大場

や

線道路改良事業 令和　

す

４年度 令和　５年度 令

い

和　５年度 令和　６年

ま

度 令和　４年度 令和　

ち

５年度 令和　５年度 令

要

和　６年度
活動指標名

施

単位
実績 計画 実績 計画

策

決算 当初予算 決算 当初

の

予算
全体事業概要

①
道

目

路整備延長（累計） ｍ

的

740 804 757 8

安

20
錦田大場線は、歩

全

道が未整備であること

で

から錦田こど 計画延長

快

×累計事業費/
も園、

適

錦田小学校、向山小学

な

校等の通学児童等の安

道

全 総事業費 12,53

路

8 82,230 33,

を

095 153,880

整

に配慮した道路整備を

備

計画的に実施していく

す

。
②　

令和　７年度の

る

優先度

③2 　□ Ａ　

こ

　　 □ Ｂ　　　 

と

□ Ｃ　　　 □ Ｄ

に

　

道路改良工事を実施

よ

したものの、用地交渉

り

に日時を要したため、

、

計画どおりの進捗とな

交

らなかった。
□ 計画

通

どおり   
令和　５

ネ

年度
■ 遅延    

ッ

     
の評価

□ 

ト

進展なし     

□

ワ

 維持　□ 拡大 令和

ー

６年度工事完了に向け

ク

て事業を進める。
事業

を

区分 □ 自治事務  

構

 □ 法定受託   

築

□ その他
今後の方向

し

性 □ 縮小　■ 改善

、

（改善措置等）□ 休

交

止　□ 終了
計画対象

通

■ 実施計画査定対象

混

  □ 行政改革対象

雑

 
□ 廃止　　　　 

の緩和や産業の活性化につなげること。

施策の方向 生活道路の整備

錦田大場線や橋梁修繕について、繰越が生じたがその他については計画どおり事業を推進した。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して事業を進める。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

一般市道整備事業 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度
活動指標名 単位

1

実績 計画 実績 計画 決算

頁

当初予算 決算 当初予算

令

全体事業概要
①

一般市

和

道改良延長 ｍ 143,

 

818 144,430

5

145,192 146

年

,230
安全で交通の

度

利便に配慮した道づく

　

りを目指すため、 （昭

　

和51年からの累計）

事

用地調査・用地復元・

務

測量委託及び道路拡幅

事

工事、側 383,57

業

0 357,376 31

評

8,771 395,7

価

54
溝・路肩の改良工

表

事、さらに舗装新設打

（

替え工事等を
②実施し

個

、市道の整備を図る。

票

　 令和　７年度の優先

）

度

③1 　□ Ａ　　　

課

 □ Ｂ　　　 □ 

名

Ｃ　　　 □ Ｄ　

地

都

元からの要望による道

市

路、側溝、舗装改良等

基

を実施するとともに、

盤

老朽化した歩道橋の修

部

繕工事を実施した。
■

土

 計画どおり   
令

木

和　５年度
□ 遅延 

課

        
の評

作

価
□ 進展なし   

成

  

■ 維持　□ 拡

日

大 今後も継続して事業

令

を進める。
事業区分 □

和

 自治事務   □ 

　

法定受託   □ そ

６

の他
今後の方向性 □ 

年

縮小　□ 改善
（改善

　

措置等）□ 休止　□

８

 終了
計画対象 ■ 実

月

施計画査定対象  □

　

 行政改革対象 
□ 

１

廃止　　　　 

※決算

日

額については、端数処

概

理により、他資料の決

施

算額と差異が生じてい



策名 道路 基本目標

N

快

o. 事務事業名 活動内

適

容 コスト（事業費：千

で

円）

一般橋梁整備事業

暮

令和　４年度 令和　５

ら

年度 令和　５年度 令和

し

　６年度 令和　４年度

や

令和　５年度 令和　５

す

年度 令和　６年度
活動

い

指標名 単位
実績 計画 実

ま

績 計画 決算 当初予算 決

ち

算 当初予算
全体事業概

要

要
①

橋梁の修繕件数（

施

累計） 箇所 27 39 3

策

4 44
三島市橋梁長寿

の

命化修繕計画に基づき

目

、三島市が管理
する2

的

ｍ以上の橋梁の延命化

安

を図るため、点検や修

全

繕 105,619 24

で

8,363 183,1

快

80 312,302
、

適

更新工事を実施する。

な

②
道路定期点検におけ

道

る点 箇所 48 70 44

路

43
検橋梁数

令和　７

を

年度の優先度

③4 　□

整

 Ａ　　　 □ Ｂ　

備

　　 □ Ｃ　　　 

す

□ Ｄ　

橋梁修繕につ

る

いては、施工時におけ

こ

る仮設計画に関する調

と

整に日時を要したため

に

、5橋の修繕工事が繰

よ

越となっ
□ 計画どお

り

り   
令和　５年度

、

た。橋梁点検について

交

は、令和5年度には3

通

8橋の点検を完了させ

ネ

、12橋は令和6年度

ッ

に繰越した。
■ 遅延

ト

         
の

ワ

評価
□ 進展なし  

ー

   

□ 維持　□ 

ク

拡大 今後も継続して事

を

業を進めるとともに、

構

国の補助金内示率が上

築

がるよう積極的に要望

し

を行っていく。
事業区

、

分 □ 自治事務   

交

□ 法定受託   □

通

 その他
今後の方向性

混

□ 縮小　■ 改善
（

雑

改善措置等）□ 休止

の

　□ 終了
計画対象 ■

緩

 実施計画査定対象 

和

 □ 行政改革対象 

や

□ 廃止　　　　 

産業の活性化につなげること。

施策の方向 生活道路の整備

錦田大場線や橋梁修繕について、繰越が生じたがその他については計画どおり事業を推進した。
■ 計画どおり   

令和　５年度
□ 遅延         

の評価
□ 進展なし     

■ 維持　　　　 今後も継続して事業を進める。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 

（改善措置等） □ 縮小　　　　 

□ 改善　　　　 

No. 事務事業名 活動内容 コスト（事業費：千円）

文教町幸原線道路改良事業 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度 令和　４年度 令和　５年度 令和　５年度 令和　６年度
活動指

2

標名 単位
実績 計画 実績

頁

計画 決算 当初予算 決算

令

当初予算
全体事業概要

和

①
道路整備延長（累計

 

） ｍ 362 361 36

5

5 386
文教町幸原線

年

は、見通しが悪く狭あ

度

いな道路であるが 計画

　

延長×累計事業費/
、

　

周辺の大学、高校、小

事

中学校の通学路である

務

ことか 総事業費 41,

事

751 35,700 2

業

3,405 17,88

評

5
ら道路の拡幅及び線

価

形改善をすることで道

表

路利用者の
②安全を確

（

保する。
 令和　７年

個

度の優先度

③3 　□ 

票

Ａ　　　 □ Ｂ　　

）

　 □ Ｃ　　　 □

課

 Ｄ　

交付金の内示に

名

合わせ、用地の交渉を

都

進めるとともに工事を

市

実施した。
■ 計画ど

基

おり   
令和　５年

盤

度
□ 遅延     

部

    
の評価

□ 進

土

展なし     

■ 

木

維持　□ 拡大 今後も

課

継続して事業を進める

作

。
事業区分 □ 自治事

成

務   □ 法定受託

日

   □ その他
今後

令

の方向性 □ 縮小　□

和

 改善
（改善措置等）

　

□ 休止　□ 終了
計

６

画対象 ■ 実施計画査

年

定対象  □ 行政改

　

革対象 
□ 廃止　　

８

　　 

※決算額につい

月

ては、端数処理により

　

、他資料の決算額と差

１

異が生じている場合も

日

あります。

概 施


